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そ
の
記
念
碑
の
側

に
は
記
念
樹
も
植
え

ら
れ
志
し
た
。
記
念

碑
に
は
、
「
漱
石
ゆ

か
り
の
地
松
曲
中
学

1芝
言,「
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跡
」
そ
し
て
、
「
松
山
を

去
る
に
際
し
」
と
前
書
き

さ
れ
た
漱
石
の
俳
句
、
「
わ

か
る
ヽ
や

一
鳥
師
い
て
雲

に
い
る
」
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。

記
念
樹
は
、
松
山
中
学

時
に
校
庭
に
そ
び
え
て
い

た
ュ
ー
カ
リ
の
苗
で
す
。
そ
の
樹
も
今
で
は
大
き
＜

繁

っ
て
お
り
、
松
山
中
学
を
偲
ぶ
か
の
よ
う
で
す
。

こ
の
歴
史
あ
る
地
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
が
ま

す
ま
す
繁
栄
し
て
い
く
こ
と
を
祈
念
し
意
す
。

〈
四
国
電
電
ビ
ル
の
移
り
変
わ
り
〉

・
昭
和
１８
年
２
月
１
日
　
松
山
市
末
広
町
の
伊
予
鉄

道
社
友
会
館
を
借
り
受
け
て
、
四
国
四
県
の
逓
信
業

務
を
管
轄
す
る
松
山
逓
信
局
が
設
置
さ
れ
る
が
、
戦

争
が
日
増
し
に
厳
し
く
な
り
、
空
襲
の
恐
れ
や
社
会

情
勢
の
目
ま
で
る
し
い
変
化
に
伴
い
、
庁
舎
を
移
転

せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。

・
昭
和
１９
年
４
月
ν
日
　
松
山
市

一
番
町
の
元
商
工

経
済
会
の
仮
庁
舎
へ
移
転

・
昭
和
２０
年
７
月
１０
日
　
松
山
市
清
水
町

（現
　
文

京
町
）
の
松
由
経
済
専
門
学
校
（現
　
松
山
大

学
）
へ
移
転

ｏ
昭
和
２‐
年
１
月

松
山
市
大
可
賀
の
丸
善
石

油
の
倉
庫
へ
移
転

・
昭
和
２‐
年
６
月
８
日
　
松
山
市
二
番
町
の
仮
庁
舎

（後
の
郵
政
弘
済
会
の
建
物
。
現
Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国

ビ
ル
の
東
方
２
０
０
ｍ
）
へ
移
転

・
昭
和
”
年
８
月
１８
日
　
松
山
市

一
番
町
４
ｉ
３
の

元
日
赤
病
院
跡
に
、
よ
う
や
く
自
前
の
庁
舎
落

成

（上
の
写
真
）

・
昭
和
２４
年
６
月
１
日
　
電
気
通
信
省
発
足
に
よ

り
、
郵
政
と
電
気
通
信
部
門
に
三
分

・
昭
和
２６
年
１
月
１６
日
　
庁
舎
狭
除
の
た
め
、
郵
政

部
門
が
宮
圏
町
へ
移
転

・
昭
和
”
年
Ю
月
器
日
　
本
造
老
朽
化
よ
り
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
庁
舎
落
成

（現
在
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
四

国
ビ
ル
）

1日四国電電ビルの写真を撮られた
丹下友文様から三ッ矢本部長に寄贈

現在のNTT四国ビル(昭和37年 10月 23日落成)

漱石の記念碑
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